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古
都
・
事
・
言   

３
つ
の
「
こ
と
」
を
伝
え
ま
す　

育った環境を振り返る、旬の冬葱のお届けです

今月、みなさまにお届けする九条ねぎが京都でどのように育ったものなのか、物語（事）を

少しでも知っていただき、より美味しく召し上がっていただければと思います。

農人たちの畑での作業の様子、THE農業！の現場の「こと」を発信

12 月初旬、 京都盆地の底冷え。 霜の降りる回数が増え、 葉先の折れや黄化による劣化が圃場によっては一部見受け

られました。 葉面追肥の作業を実施し、 回復傾向が見えるまでケアをしていきます。 （京都市内 ・ 池島）

とある日の農人日記。

京都市内と亀岡で育った冬葱をメインにお届け。 夏前に定植し、

記録的な酷暑の中、 その過酷な夏をじっと耐え抜いてきました。

もともと乾燥に強いですが、 近年の極端な気候変化は大きなス

トレスとなっています。 農人一同、 例年以上にこまめな葉面追

肥を行い一株一株の体力を支えるケアに注力しました。 その甲

斐あって、 秋からの涼風とともにねぎは一気に生育しました。 自然の厳しさを知るからこそ

の良さが引き出され、 冬の寒さでグッと甘みがのった旬の冬葱をお楽しみください。

今年の冬は、例年に比べると雨の中での収穫が少なく、少しホッとして
います。とはいえ、鮮度第一で毎日出荷しているため、雨が続いても収
穫を休むことはできません。冷たい冬の雨に打たれながらの作業は、農
人にとっても試練の連続。カッパの下で震えながら、「美味しいねぎを
届けたい」という一心で踏ん張っています。健康管理も、農業のプロの
仕事の一つ。しっかり食べて、しっかり寝て、毎日畑に立っています。
来年の春に定植をするための播種作業を美山ハウスで行いました。冬の

冬の恵の雨と、春に向けての苗づくり
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こ
と
グ
ル
ー
プ
の
日
本
一
シ
リ
ー
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に
つ
い
て

毎
年
こ
と
グ
ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
﹁
今
年
は
こ
の
テ
ー
マ
で
日
本
一

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
も
う
！
﹂
と
決
め
て
い
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目
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で
す
。

昨
年
は
﹁
農
業
生
産
力
﹂
を
掲
げ
ま
し
た
。
例
年
に
な
い
異
常
気
象
や
自

然
環
境
の
中
で
も
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れ
ま
で
の
学
び
を
糧
に
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質
の
良
い
ね
ぎ
づ
く
り

に
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が
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ま
し
た
。
よ
り
良
い
ね
ぎ
づ
く
り
に
務
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て
参
り
ま
す
。

こ
と
京
都
人
宣
言

こ
と
グ
ル
ー
プ
を
創
る
、
私
た
ち
の
﹁
ら
し
さ
﹂

一
、
相
手
が
誰
で
あ
れ
、
温
か
み
の
あ
る
笑
顔
で
接
し
ま
す

二
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
異
な
る
考
え
方
を
排
除
し
ま
せ
ん

三
、
挑
戦
し
続
け
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
楽
し
み
な
が
ら
成
長
し
ま
す

四
、
問
題
は
自
分
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
、
他
人
を
責
め
ま
せ
ん

五
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
拾
い
、
困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
た
ら
助
け
ま
す

六
、
全
て
の
物
事
へ
の
感
謝
の
心
を
、
い
つ
も
忘
れ
ま
せ
ん

七
、
品
格
あ
る
農
業
者
と
な
り
、
日
本
の
農
業
新
時
代
を
開
き
ま
す

今月の

ことねぎ

間は気温が大きく下がります。苗たちの健全な生育環境を守る目的で、ハウス内で
はストーブを使用して加温管理を行っています。そして、12 月の年内最後の定植と
被覆作業が完了しました。収穫は来年の春先の 5 月。約
半年間という、一番長いお世話期間が始まりました。厳
しい寒さを乗り越えて、春に力強いねぎが育つよう、こ
れからもしっかりと管理を続けていきます。


